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TOPICSTOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

必
ず
『
引
っ
越
し
前
』
に
申
請
を
！

　
申
請
は
、
必
ず
引
っ
越
し
前
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
は
先
着
順
で
、
予
算
に

達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

助
成
の
要
件

子
世
帯
の
要
件

①
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
（
出
産
予
定

を
含
む
）
が
同
居
し
て
い
る

②
新
た
に
親
世
帯
と
同
居
ま
た
は
近
居

と
な
る

③
住
み
替
え
後
の
住
宅
に
自
ら
居
住
す
る

④
住
み
替
え
後
に
自
治
会
に
加
入
す
る

意
思
が
あ
る

⑤
住
民
登
録
し
て
い
る
市
区
町
村
の
税

を
滞
納
し
て
い
な
い

⑥
年
度
内
に
住
み
替
え
が
完
了
す
る

⑦
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
助
成
な
ど
を

受
け
て
い
な
い

⑧
こ
の
事
業
の
助
成
を
過
去
に
受
け
て

い
な
い

親
世
帯
の
要
件

①
深
谷
市
内
在
住

②
子
世
帯
の
世
帯
主
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
の
い
ず
れ
か
の
親
が
含
ま
れ
る

助
成
内
容

　
子
世
帯
が
引
っ
越
し
業
者
に
支
払
う

費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
＝
市
内
で
の

転
居
は
５
万
円
、
市
外
か
ら
の
転
入
は

10
万
円
）

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
（
郵
送
の
場
合
は
コ
ピ
ー
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
）

▪
対
象
者
の
保
険
証

▪
保
護
者
名
義
の
普
通
預
金
通
帳
か
キ 

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

【
有
効
期
限
が
延
長
に
な
る
か
た
へ
】

新
し
い
受
給
資
格
証
を
郵
送
し
ま
す

　
支
給
対
象
の
拡
大
に
伴
い
、
現
在
中

学
生
以
下
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
こ

ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
の
有
効
期
限

が
延
長
に
な
り
ま
す
の
で
、
９
月
末
ま

で
に
新
し
い
受
給
資
格
証
を
郵
送
し
ま

す
。

※
新
た
に
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
新
た
に
支
給
対
象
と
な
る
か
た
へ
】

受
給
資
格
登
録
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

　
支
給
対
象
の
拡
大
に
伴
い
、
新
た
に

対
象
と
な
る
か
た（
高
校
生
な
ど
）は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
５
月
末
ま
で
に
、

対
象
者
の
保
護
者
へ
受
給
資
格
登
録
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間

　
6
月
1
日
㈭
〜
7
月
31
日
㈪

申
請
方
法

　
こ
ど
も
青
少
年
課
へ
持
参
、
ま
た
は

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
郵
送

※
総
合
支
所
で
は
、
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
（
出
産
予
定
を
含
む
）
が
い
る
世
帯
が
、
新
た
に
深
谷

市
に
居
住
す
る
親
世
帯
と
同
居
、
ま
た
は
親
世
帯
と
同
じ
小
学
校
区
内
か
、
親
世

帯
の
住
宅
か
ら
直
線
距
離
で
１・２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
住
む
場
合
に
、
引
っ

越
し
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
は
、
賃
貸
住
宅
も
住
み
替
え
後
の
住
宅
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢
を
、
平
成
29
年
10

月
診
療
分
か
ら
、
入
院
・
通
院
と
も
に
18
歳
の
年
度
末

ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
な
お
、
支
給
対
象
の
拡
大
に
伴
い
、
対
象
と
な
る
か
た
に
は
、
受
給
資
格
登
録

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
ふ
か
や

紙
面
構
成
を
一
部
変
更
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　
秘
書
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
１
）

　

今
月
の
『
広
報
ふ
か
や
』
か
ら
紙
面

構
成
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

　

主
な
変
更
点
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

『
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
』や『
情
報
ひ
ろ
ば
』

に
掲
載
し
て
い
た
健
康
や
介
護
に
関
す

る
情
報
を
、
20
〜
21
ペ
ー
ジ
に
集
め
ま

し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
毎
月
『
認

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
は
住
宅
ご
と
に
行
い
ま
す
。
定
期
募
集
で
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
上
回
る
場

合
は
抽
選
、
随
時
募
集
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
『
く
る
リ
ン
』

共
通
バ
ス
停
を
増
設
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
４
）

地
区
間
の
移
動
をよ

り
ス
ム
ー
ズ
に

　

４
月
１
日
㈯
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
く
る
リ
ン
の
『
デ
マ
ン
ド
バ
ス
』
共

通
バ
ス
停
を
増
設
し
ま
し
た
。

　

共
通
バ
ス
停
で
は
、
地
区
の
異
な
る

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
乗
り
換
え
を
相
互
に

す
る
こ
と
が
で
き
、
地
区
間
の
移
動
が

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

増
設
さ
れ
た
共
通
バ
ス
停

【
北
部
デ
マ
ン
ド

⇔
南
部
デ
マ
ン
ド
】

▪
ほ
１
３
２
『
く
れ
よ
ん
か
ん
』

▪
な
１
１
３『
ス
ー
パ
ー
ビ
バ
ホ
ー
ム
前
』

【
南
部
デ
マ
ン
ド

⇔

花
園
デ
マ
ン
ド
】

▪
は
０
１
０『
花
園
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』

対
象

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
か
た

①
市
内
在
住
・
在
勤　

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
る
（
単
身
住
宅
へ
の
申
し
込
み

を
除
く
）

③
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る

④
年
収
が
一
定
額
以
下

⑤
市
区
町
村
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る

⑥
暴
力
団
員
で
は
な
い

⑦
連
帯
保
証
人
を
１
人
確
保
で
き
る

募
集
案
内
・
申
込
書

　
問
い
合
わ
せ
先
の
ほ
か
、
建
築
住
宅

課
、
市
役
所
本
庁
舎
総
合
案
内
、
総
合

支
所
市
民
生
活
課
、
キ
ラ
ラ
上
柴
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布

申
し
込
み

　
定
期
募
集
は
４
月
13
日
㈭
～
26
日
㈬

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
申
込
書
を
郵
送

で
問
い
合
わ
せ
先
へ
。
随
時
募
集
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
下
見
会
（
要
予
約
）】

と
き
・
場
所
　

①
４
月
13
日
㈭
・
上
柴
住
宅
＝
午
前
10

時
、
緑
ケ
丘
住
宅
＝
午
前
11
時
、
宿
根

住
宅
＝
午
後
１
時
30
分
　

②
４
月
14
日
㈮
・
戸
森
住
宅
＝
午
前
10

時
、
新
井
住
宅
＝
午
後
１
時
30
分

申
し
込
み

　
各
日
程
の
前
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ

先
へ

知
症
カ
フ
ェ
』
の
開
催
予
定
な
ど
を
掲

載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
は
、

22
～
25
ペ
ー
ジ
に
集
め
て
、
幼
児
向
け

の
お
話
会
や
、
乳
幼
児
健
診
の
日
程
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
案
内
な

ど
を
掲
載
し
ま
す
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
熊
谷
支
所
（
う
５
２
４
‐
７
９
６
３
）

こ
ど
も
医
療
費

１０
月
診
療
分
か
ら
支
給
対
象
年
齢
拡
大
！

問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
６
）

三
世
代
同
居
・
近
居
支
援
事
業

本
年
度
か
ら
賃
貸
住
宅
も
対
象
に
！

問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
６
）

▲新井住宅の外観
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TOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします深谷市長

小島　進

調
査
対
象
　
市
内
の
戸
建
て
住
宅
（
県

営
・
市
営
住
宅
、民
間
貸
借
物
件
を
除
く
）

市
内
の
空
き
家
な
ど
の
状
況

　
表
１
の
と
お
り
、
空
き
家
な
ど
軒
数

は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
実
態
調
査

の
結
果
に
基
づ
き
所
有
者
な
ど
に
通
知

な
ど
を
し
た
結
果
、
危
険
な
状
態
の
空

き
家
な
ど
を
取
り
壊
し
た
り
、
改
善
し

た
り
し
た
軒
数
は
、
本
年
度
は
１
５
１

軒
に
な
り
ま
し
た
（
表
２
の
と
お
り
）。

　
空
き
家
な
ど
を
危
険
な
状
態
で
放
置

し
、
他
人
に
被
害
を
与
え
た
場
合
、
賠

償
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、適
正
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
活
用
可
能
な
空
き
家
な
ど
が

多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
『
空
き

家
利
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』を
通
じ
て
、

空
き
家
な
ど
の
利
活
用
を
進
め
て
い
ま

す
。

深谷市空き家利活用ネットワーク
空き家利活用の流れ

空き家所有者
（売りたい・貸したい）

利用希望者
（買いたい・借りたい）

2空き家相談申し
込み
6空き家バンクへ
物件の登録

2空き家バンク
利用の申し込み

3売買・賃貸
借などの交渉

4空き家の活用
相談➡

➡

➡ ➡

➡➡

深谷市 不動産業者

5仲介契約

情報の共有
（利活用に関する協定締結）

1空き家情報の
発信

1制度案内の送付
3不動産業者の紹介

81.0％80.1％
79.9％

平成26年度 平成27年度 平成28年度

1,112軒

1,330軒
1,230軒1400

1200

1000

800

600

400

200

0

危険では
ない

やや危険

危険

5.8％6.2％ 5.9％
14.1％13.9％ 13.1％

115

平成28年度

160

150

140

130

120

110

100

0 平成27年度

151

（表1）空き家などの数の推移と状態の内訳（表2）改善された空き家など
の軒数

空
き
家
利
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

活
用
可
能
な
空
き
家
を
放
置
す
る

と
、
火
災
の
発
生
や
犯
罪
の
温
床
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
老
朽
化
に
よ
る
危
険

空
き
家
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

深
谷
市
空
き
家
利
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
制
度
で
は『
空
き
家
等
の
実
態
調
査
』

の
結
果
を
活
用
し
な
が
ら
、
空
き
家
な

ど
の
所
有
者
な
ど
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
た
活
用
相
談
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

※平成29年3月14日現在の状況。各地域の状況など、詳しくは市ホームページをご覧ください。

　
活
用
可
能
な
空
き
家
を
売
り
た
い
・

貸
し
た
い
と
考
え
て
い
る
所
有
者
な
ど

は
、
ぜ
ひ
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
治
振
興
課
に
『
空あ

き

家や

対
策
係
』
を

設
置
し
ま
し
た

　

空
き
家
な
ど
の
問
題
の
対
策
を
よ
り

一
層
強
化
す
る
た
め
、
協
働
推
進
部
自

治
振
興
課
に
『
空
家
対
策
係
』
を
設
置

し
、
空
き
家
な
ど
に
関
す
る
総
合
窓
口

と
し
て
、
危
険
空
き
家
な
ど
へ
の
対
応

に
向
け
た
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

『
空
き
家
等
の
実
態
調
査
』
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
自
治
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

　
市
で
は
、
空
き
家
な
ど
の
現
状
確
認
と
実
態
把
握
の
た
め
、
平
成
28
年
9
月
〜
11

月
に
各
自
治
会
の
協
力
の
も
と
、
自
治
会
長
な
ど
に
よ
る
外
観
目
視
に
よ
る
『
空
き

家
等
の
実
態
調
査
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
年
度
を
迎
え
て

　

毎
年
４
月
に
な
る
と
、
真
新
し
い
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
夢
と
希
望
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
、
慣
れ
な
い
通
学
路
を
一

生
懸
命
通
学
す
る
小
学
校
一
年
生
の
姿

を
多
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、本
年
度
か
ら『
ふ
っ
か
ち
ゃ

ん
ヘ
ル
メ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
事
業
』
と
し

て
、
市
内
小
学
校
に
在
籍
す
る
全
て
の

児
童
を
対
象
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費

用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
が
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
対

策
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
通

学
時
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、子
ど
も
た
ち
へ
の
見
守
り
や
、

自
動
車
な
ど
の
安
全
運
転
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
24
日
に
は
深
谷
ビ
ッ
グ

タ
ー
ト
ル
で
、
大
相
撲
『
深
谷
ふ
っ
か

ち
ゃ
ん
場
所
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
横

綱
の
稀き

勢せ

の
里さ

と

関
を
は
じ
め
、
多
く
の

力
士
が
深
谷
に
来
る
こ
と
を
、
私
も
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

稀
勢
の
里
関
は
、
平
成
28
年
に
年
間

最
多
勝
を
獲
得
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

も
た
い
へ
ん
な
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
の
初
場
所
で
は
、
悲
願
の

初
優
勝
を
果
た
し
、
横
綱
に
昇
進
し
ま

し
た
。
横
綱
昇
進
ま
で
の
道
の
り
は
決

し
て
平
た
ん
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
持
ち
前
の
忍
耐
力
と
前

向
き
な
姿
勢
を
貫
く
こ
と
で
、
見
事
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
入
学

や
就
職
な
ど
で
環
境
が
変
わ
り
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
か
た
も
た
く
さ
ん

い
る
と
思
い
ま
す
。
環
境
が
変
わ
る
こ

と
で
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
と
き
は
、
稀
勢
の
里
関
の

よ
う
に
、
前
向
き
な
姿
勢
で
、
新
た
な

環
境
に
向
か
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
も
引
き
続
き
、
稀
勢
の
里
関
の
よ

う
な
忍
耐
力
と
前
向
き
な
姿
勢
で
、
粘

り
強
く
市
政
運
営
に
ま
い
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

Ｑ

Ａ

アライグマの被害にあって
困っています。何か対策はあ
りませんか。

講習を受けて資格を得た市
役所職員が、箱わなを用いて

捕獲していますので、市にご相談く
ださい（状況により市で対応できな
い場合もあります）。
　また農作物被害を防ぐ
ため、箱わなや電気柵の
貸し出しもしています。

問い合わせ
【アライグマの捕獲】環境課（う585

‐5150）、【電気柵の貸し出し】農業

振興課（う577‐3298）

上柴東小学校2年（現3年）　西
に し

尾
お

拓
た く

翔
と

 さん

ぼくのくつへ

最優秀賞
小学校低学年の部

　ぼくのくつ、ありがとう。

　くつがあると、いつもどこかに行くことができる

から。学校に行く時、いつもいっしょだね。雨の時

や、学どうでどろんこあそびをすると、くつがよご

れてしまうけれど、ぼくの足をまもってくれてあり

がとう。くつが、ぼくをまもってくれるので、こん

どは、ぼくがあらって、そのよごれをおとしてあげ

るからね。

　もうすぐ、うんどう会だね。いっしょにかけっこ

で1ばんをとろうね！


